
　万博は，会期中の大量輸送のみならずその後の
地域をも支える鉄道を社会に残してきた。本書は，
そんな万博と鉄道の密接な関係を辿る。
　1970 年の大阪万博では，アクセス路線として
北大阪急行電鉄が開業し，会場内にはモノレール
や動く歩道も整備された。会期終了とともに乗り
物の多くは役目を終えたが，新設された鉄道は今
も地域を支える交通手段として活用されている。
　時代は下り，2005 年の愛・地球博。会場では
自動運転や燃料電池を導入したバスが走り，アク
セス路線としてリニモ（磁気浮上式鉄道）が登場した。
リニモは現在も運行しており，環境共生型のまちづ
くりを象徴する存在となっている。
　そして現在開催中の大阪・関西万博では，
Osaka Metro が夢洲まで延伸し，アクセスの主
軸を担っている。この路線は会期終了後も，国際
的な観光・ビジネス拠点としての発展が期待され
る夢洲を支えるインフラとなるだろう。
　大阪・関西万博も間もなく閉会を迎える。この
機会に本書を手に取り，万博と鉄道が紡いできた
歴史に触れてみてはどうだろうか。�  （原）

　本書は，1969年に国鉄で誕生したグリーン車
の 50周年を記念して発行されたものである。
　国鉄は，赤字解消を目的として，1968（昭和
43）年 10月に大規模な時刻改正を行い，特急・
急行の本数を大幅に増やした（よん・さん・とお）。
さらに，1969年５月に等級制を廃止してモノク
ラス制に移行するとともに，運賃・料金制度を改
正した。こうして，グリーン車が誕生することと
なった。それから 50年，時代のニーズに応じて
変化を続けてきた。現在は，電車のグリーン車が
多数を占めるが，客車や気動車のグリーン車も多
く存在した。国鉄末期から JR 初期にかけてのバ
ブル景気の時代には，豪華なグリーン車も登場した。
　本書では，国鉄・JR 在来線や新幹線のグリー
ン車だけではなく，パーラーカー，ジョイフルト
レインなども含む豊富な写真が掲載されており，
設備の変遷や乗客がどのように過ごしていたかな
どを知ることができる。また，巻末付録として，
2019 年３月 16日ダイヤ改正後のグリーン車席
番表が掲載されており，それぞれの車内設備の違
いが一目でわかるようになっている。� （古森）
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